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議長就任のあいさつ

「町民の皆様と協働で」

　去る５月の臨時議会において議長にご推挙

いただき、まことに身に余る光栄であります。

衷心より感謝申し上げますとともに、この責

任の重さを痛感いたしております。もとより

浅学非才な身でありますが、本町の発展のた

めに誠心誠意努力をいたす覚悟であります。

　さて、私は、秩父広域市町村圏組合議員とし

て６年間広域行政にかかわり、これからの広

域行政は今まで以上に重要であり、秩父地域

の強い協力関係が必要であると感じてまいり

ました。

　そのためには、秩父地域の各市町間の十分な

意思の疎通が不可欠であります。折しも、秩父

地域において政治環境の変化が起こりました。

この機に秩父地域の各議会間の交流を図り、各

行政機関の「信頼」の構築に努力する所存で

す。また、地方自治の精神を踏まえ、不偏不党・

公正無私の立場を堅持し、町民の皆様と協働し

て町政に取り組んでまいる所存であります。

　結びに、本町議会は執行部と両輪のごとく、

町民の福祉の向上を目指し、安心安全な町づ

くりを進めてまいりました。多様化する町民

の要請にこたえるために、さらに格段の努力

を要する必要があります。また、町政発展のた

めに町民からの「信頼」のもと、全町民の信託

にこたえなければならないと考えております。

ぜひとも関係各位のご協力を心よりお願いし、

議長就任のあいさつといたします。

平成21年５月21日

議長　関根　修副議長　町田勇佐久

（後列）　  小泉初男　大野　守　池田和好　若林新一郎

（前列）　　　　　　○藤澤治美　◎若林スミ子

総務文教厚生常任委員会

担当するのは…
総務課、まち経営課、税務課、いきいき町民課、健康

づくり課、教育委員会の所管に属する事項です。

（後列）　  大野　守　新井勝之　町田勇佐久　若林清平

（前列）　　　　　○大野 雄　◎池田和好

議会運営委員会

担当するのは…
　定例会の日程調整をはじめ、議会運営に関する事項

全般を担当します。

　また、議案や請願・陳情などを、どの常任委員会に

付託するかを審査します。
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　議会運営を合理的及び能率的に行なうため、

一定の部門の事務に関する調査（調査権）及び議

案、陳情等の審査（審査権）を行なわせるために

条例で定め、常設される委員会です。

　横瀬町では、2つの常任委員会を設けており、

議員は必ずどちらかの委員会に所属しています。

■秩父広域組合議会議員

　若林清平　若林新一郎

議会だより編集委員会

■議会事務局

◎委員長　○副委員長

　大野　守

○若林スミ子

◎藤澤治美

町田勇佐久

大野 雄　

新井勝之

　
こ
の
た
び
﹃
横
瀬
町
議
会
だ

よ
り
﹄
編
集
委
員
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
５
月
の
臨
時
議

会
に
て
所
属
委
員
会
が
変
わ
り
、

議
員
定
数
減
の
折
で
も
あ
っ
て
、

先
輩
議
員
諸
氏
も
そ
れ
ぞ
れ
重

責
を
担
っ
て
お
い
で
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
個
性
的
議

員
が
絶
妙
な
調
和
を
保
っ
て
委

員
会
を
構
成
し
、
既
に
82
号
を

誇
っ
て
お
り
ま
す
。

　
透
明
性
を
継
承
し
、
町
民
の

皆
様
と
の
貴
重
な
接
点
を
意
識

し
つ
つ
、
６
年
間
の
議
会
活
動
経

験
と
人
生
熟
年
と
し
て
の
経
験

を
生
か
せ
と
の
宇
宙
よ
り
の
声

に
従
い
、
公
平
公
正
、
優
し
い
心

と
情
熱
で
役
目
を
誠
実
に
果
た

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
々
様
の
さ
ら
な
る

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

担当するのは…
審議過程がよく分かる「議会だより」編集をしています。

（後列）　  関根　修　　町田勇佐久　　若林清平

（前列）　　　　◎新井勝之　○大野 雄

産業建設常任委員会

担当するのは…
振興課、建設課、上下水道課の所管に属する事項です。

ご
あ
い
さ
つ

「
表
紙
刷
新
　
気
持
ち
も
新
た
に
」藤

澤
治
美
委
員
長

木崎泰明局長　小室智史書記
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平
成
21
年
度
一
般
会
計
の
補
正

で
は
、
定
額
給
付
金
と
出
産
祝
い

金
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
新
生

児
に
﹁
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
﹂
２
万

２
、
0
0
0
円
分
を
支
給
す
る
こ

と
な
ど
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　５月臨時会では、専決処分１
件、提出議案３議案を審議し、原
案どおり可決いたしました。
　また、６月定例会では、提出議
案６件を審議し、原案どおり可決
いたしました。

平
成
21
年
度
補
正
予
算

　
介
護
給
付
金
の
課
税
限
度
額
を

９
万
円
か
ら
10
万
円
に
引
き
上
げ

る
も
の
で
す
。

出産祝い金の対象にならなかった11人にプレミアム商品券を支給

横
瀬
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
議
員
、
特
別
職
の
期
末
手
当
を
0
・
1
5
ヵ
月
分
引
き

下
げ
、
職
員
に
つ
い
て
は
期
末
・
勤
勉
手
当
を
あ
わ
せ
て

0
・
2
ヵ
月
分
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

横
瀬
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
後
の
個
人
町
民
税
額
の
改
正
や
土

地
等
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
特
別
控
除
の
創
設
な
ど

に
よ
る
改
正
で
す
。

　
以
上
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

横
瀬
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
　
専
決
処
分
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道
の
駅
︵
有
︶果
樹
公
園
あ
し
が
く
ぼ
の
経

営
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
は
延
べ
85
万
人
の
利
用
が
あ

り
、
集
客
数
は
前
年
よ
り
４
万
人
増
え
た
と

の
こ
と
。

　
例
年
の
よ
う
に
、
天
候
に
よ
る
影
響
等
は

否
め
ま
せ
ん
が
、
秩
父
の
東
の
玄
関
口
と
し

て
の
果
樹
公
園
あ
し
が
く
ぼ
の
存
在
価
値
は

大
き
い
と
言
え
ま
す
。

前
年
よ
り
４
万
人
増

《５月臨時会》

■専決処分

・横瀬町税条例等の一部改正

■条例の一部改正

・横瀬町職員の給与に関する条例

・横瀬町議会の議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例

・横瀬町長及び副町長の給与等に関

する条例

・横瀬町教育委員会教育長の給与等

に関する条例

・横瀬町国民健康保険税条例

■平成21年度補正予算

・一般会計

以上、可決

《６月定例会》

■条例の一部改正

・横瀬町こども医療費支給に関す

る条例

・横瀬町ひとり親家庭等の医療費

支給に関する条例

・横瀬町重度心身障害者医療費支

給に関する条例

■平成21年度補正予算

・一般会計

以上、可決

■人事

・横瀬町公平委員会委員の選任

・人権擁護委員候補者の推薦

以上、同意

提出議案と審議結果
横
瀬
町
こ
ど
も
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

横
瀬
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
下
に
お
け
る
対
象
者
の
明
確
化
を
図
る
た

め
、
規
定
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

横
瀬
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
一
般
会
計
の
補
正
と
し
て
、
1
、
2
0
0
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
、
観
光
施
設
維
持
管
理
費
や
消
防

団
員
退
職
に
対
す
る
報
償
金
、
中
学
校
教
育
環
境

整
備
等
で
す
。

平
成
21
年
度
補
正
予
算

人権擁護委員に

一柳マサ子氏（再任に同意）

　平成21年９月30日で任期満了

となるためです。

横瀬町公平委員会委員に

黒澤清治氏（再任に同意）

　平成21年５月30日で任期満了

となったためです。

問　イベント行事が昨年より

減っているようだが。

答　本年は都内のアンテナ

ショップの利用がなかったた

めです。

問　広場に出店する店が少な

いようだが、今後増やす考え

はあるか。

答　お客様の反応は好印象で

す。今後は人の流れを見なが

ら考えてまいります。

道

の

の

駅

経

営

状

況

報報
 告
報
 告
報
 告
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一般質問一般質問一般質問一般質問

問
　
川
や
鉄
道
に
か
け
ら
れ
て
い

る
橋
り
ょ
う
施
設
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
鋼
材
の
安
全
性
と
耐
用
年
数

を
考
慮
し
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
行
な
え
る
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
民
間
区
域
の
も
の
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答
　
建
設
課
長
　
橋
り
ょ
う
は
、

50
年
〜
100
年
の
寿
命
で
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
橋
固
有
の
履
歴
で
劣

化
が
進
行
す
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
重
要
で
す
。
国
の
補
助
制
度
を

受
け
て
、平
成
22
年
度
か
ら
平
成
25

年
に
か
け
て
点
検
・
長
寿
命
化
修
繕

計
画
策
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
民

町
内
の
公
道
に
か
け
ら
れ
て
い
る

橋
り
ょ
う
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

藤澤治美議員

平
成
22
〜
25
年
ま
で
に
点
検
し
、

修
繕
計
画
策
定
を
検
討
し
ま
す

橋りょう

間
の
も
の
は
条
件
が
合
い
、
町
の
も

の
に
な
れ
ば
管
理
し
ま
す
。

◆
根
古
屋
城
址
公
園
遊
歩

道
に
つ
い
て

問
　
根
古
屋
城
址
公
園
遊
歩
道
の

活
用
と
観
光
性
を
増
す
よ
う
に
、

根
古
屋
地
区
の
文
化
財
と
あ
わ
せ

て
考
慮
し
て
ほ
し
い
。
季
節
感
あ

る
樹
木
へ
の
切
り
替
え
や
杉
材
の

活
用
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　
振
興
課
長
　
史
跡
を
回
る
た

め
の
道
と
し
て
、
整
備
し
ま
し

た
。
頂
上
の
危
険
箇
所
に
低
木
の

問
　
姿
見
山
浄
水
場
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
今
後
の
整
備
計
画

は
。
ま
た
、
赤
谷
地
区
の
組
合
水

水
道
事
業
の
健
全
化
は

若林清平議員

計
画
的
に
対
応
し
ま
す

水　道

変
え
て
見
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
　
上
下
水
道
課
長
　
姿
見
山
浄

水
場
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、
中

期
経
営
計
画
等
に
位
置
づ
け
て
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
組
合
水
道
の
町
営
化
は
議
会

で
の
請
願
採
択
に
基
づ
い
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
簡
易

水
道
事
業
の
統
合
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
平
成
21
年

度
中
に
策
定
し
て
、
国
庫
補
助
の

対
象
に
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
水
利
権
の
更
新
は
、
前
回
同
様

の
内
容
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
旧
庁
舎
の
取
り
扱
い
は

問
　
旧
庁
舎
は
使
用
に
耐
え
な
い

と
し
て
現
在
の
庁
舎
建
設
に
な
っ

た
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
た
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
利
用
し
て

道
の
町
営
化
計
画
は
。

　
さ
ら
に
、
水
利
権
の
更
新
時
に

は
い
つ
も
問
題
が
あ
る
。
角
度
を

ド
ウ
ダ
ン
を
植
栽
し
ま
す
が
、
高

く
な
る
樹
木
の
植
栽
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
観
光
コ
ー
ス
は

駐
車
場
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
杉
材
の
活
用
は
費
用
の
点
で

無
理
の
た
め
、
自
然
に
返
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

答
　
町
長
　
文
化
財
と
の
さ
ら
な

る
観
光
性
に
は
地
元
の
民
意
の
醸

成
が
重
要
で
す
。
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
の
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
観

光
協
会
長
に
も
働
き
か
け
ま
す
。

町民の生活を守る橋りょう
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一般質問

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
　
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
地
域
活
性
化

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
充

当
し
て
の
取
り
崩
し
を
考
え
て
い

ま
す
。
跡
地
は
、
当
面
駐
車
場
に

と
考
え
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

答
　
町
長
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
移
転
は
秋
ご
ろ
に
完
了
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問
　
芦
ヶ
久
保
小
学

校
跡
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

対
策
は
、
下
流
も
恩
恵
を
受
け
ま

す
の
で
、
国
、
県
の
施
策
等
を
取

り
入
れ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答
　
建
設
課
長
　
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
は
、
今
の
と
こ
ろ
利
用
は

少
な
い
が
、
県
の
水
辺
再
生
事
業

と
リ
ン
ク
し
、
右
岸
、
左
岸
を
導

線
で
結
び
、
機
能
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

答
　
ま
ち
経
営
課
長
　
芦
小
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
芦
ヶ
久
保
地

区
住
民
調
査
、
町
全
体
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
な
い
、
健
康
づ
く

り
、
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
も

の
を
考
え
て
い
ま
す
。
町
の
案
を

つ
く
り
、
住
民
の
意
思
を
聞
き
た

里
山
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
等

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は

大野 雄議員

町
民
を
中
心
に
、
円
滑
に
進
む

よ
う
町
が
協
力
す
る
の
が
い
い

里山整備

町
と
し
て
の
緊
急
経
済
対
策
は

大野　守議員

国
か
ら
方
向
性
を
示
さ
れ
て
い
ま
す

財　政
問
　
昨
年
秋
か
ら
の
経
済
危
機
に

よ
り
、
３
月
に
大
型
補
正
予
算
を

行
な
い
、
ま
た
今
国
会
で
15
兆
円

に
も
上
る
補
正
予
算
が
成
立
さ
れ

た
。
町
に
も
交
付
金
で
か
な
り
の

金
額
が
く
る
と
思
わ
れ
る
。
予
算

問
　
里
山
と
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
、
棚
田
学
校
、
地
域
運
動
な
ど

に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。
さ

ら
に
水
源
涵
養
林
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
の
活
用
・
整
備
、
そ
し
て

自
然
豊
か
な
芦
小
跡
地
利
用
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
副
町
長
　
美
し
く
、
活
気
の

あ
る
町
は
住
み
よ
い
町
で
す
。
里

山
整
備
は
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

や
棚
田
学
校
の
よ
う
に
、
町
民
の

皆
様
を
中
心
に
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
円

滑
に
進
む
よ
う
町
が
協
力
す
る
形

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
源
涵
養
林
は
、
こ
の
機
能
を

高
め
る
森
林
整
備
が
大
切
で
す
。

水
源
確
保
、
洪
水
防
止
と
い
っ
た

の
執
行
に
関
し
、
慎
重
に
考
え
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
副
町
長
　
町
の
総
合
振
興
計

画
に
基
づ
き
、
安
心
、
安
全
の
見
地

か
ら
緊
急
に
行
な
い
た
い
事
業
が

あ
る
の
で
、
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

は
、
将
来
的
に
も
町
の
財
政
に
有
効

で
す
の
で
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
　
こ
の
後
は
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
く
と
予
想
す
る
か
。

答
　
副
町
長
　
来
年
度
以
降
の
交

付
金
に
つ
い
て
は
ま
だ
分
か
ら
な

い
状
態
で
す
が
、
国
の
財
政
を
考

え
る
と
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

◆
﹁
花
﹂
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
は

問
　
こ
の
と
こ
ろ
、
花
な
ど
に
よ

る
環
境
美
化
の
取
り
組
み
が
顕
著

で
あ
る
。
町
と
し
て
の
後
押
し
は

で
き
な
い
か
。

答
　
振
興
課
長
　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
開
園
式
の
様
子
が
新
聞
等
に

よ
り
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
地

よ
り
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
多
く

あ
り
、
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
町
と
し
て
は
県
補
助
金
を

利
用
し
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
数
年
前
、
実
施
し
た
西
武
鉄

道
沿
線
の
バ
ラ
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
振
興
課
長
　
各
種
団
体
の
意

見
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、
移

植
を
含
め
バ
ラ
を
生
か
す
対
策
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

旧庁舎

い
と
思
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問
　
﹁
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
・
肺
炎
球
菌
﹂﹁
母
子
家
庭
・
高

齢
者
の
家
賃
補
助
に
つ
い
て
﹂
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底
が
ぬ
け
た
よ
う
な
景
気
の
悪
化
に

よ
う
や
く
歯
止
め
が
か
か
っ
た
が
、
深

刻
な
状
況
は
ま
だ
し
ば
ら
く
続
く
で
あ

ろ
う
と
、
政
府
の
６
月
の
月
例
報
告
が

出
ま
し
た
。

　
一
方
、
昨
年
秋
解
散
、
総
選
挙
と
思

わ
れ
た
国
会
も
、
首
相
の
世
界
同
時
不

況
へ
の
対
応
が
重
視
さ
れ
、
政
局
よ
り

政
策
を
強
調
、
解
散
が
先
送
り
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
そ
の
時
期
が

目
前
に
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

　
小
泉
構
造
改
革
に
よ
っ
て
、
平
等
社

会
と
言
わ
れ
た
日
本
が
、
非
正
規
社
員

の
急
増
な
ど
、
先
進
国
の
中
で
は
ア
メ

リ
カ
に
次
ぐ
貧
困
大
国
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
今
度
の
総
選
挙
で
は
、
ぜ
ひ

こ
の
格
差
を
少
し
で
も
な
く
す
方
向
に

向
け
て
努
力
さ
れ
る
政
治
家
の
出
現
を

望
み
た
い
も
の
で
す
。︵
Ｍ
︶

委　員　長　藤澤　治美

副委員長　若林スミ子

委　　員　新井　勝之

委　　員　大野　 雄

委　　員　  町田勇佐久

委　　員　大野　　守

議会だより編集委員会

わたしには　家族の笑顔が　エネルギー

　　　　　　　　　小門　星（横小６年）

助け合い　みんなで広げる　地域の輪

　　　　　　　　　小泉敦志（横中２年）

　秩父地域の合併により、議員間交流が

途切れがちでしたが、長 町・皆野町・東

秩父村で構成していた秩父町村議員クラ

ブに加入し、初めての研修会が東秩父村

「和紙の里」にて行なわれました。広々と

した庭園と紙すき体験ができる、村が力

を入れている施設です。

紙すき体験に挑戦

　係員の指導により恐る恐る体験しまし

た。横瀬の道の駅でもそば打ち体験や陶

芸体験をすることができますが、各観光

地に行くと地方特産物などの観光体験を

売り物にしています。これまでは、なかな

か体験まではできませんでしたが、今回参

加してみて、地域の特性・特産物などを肌

で感ずることができました。　

日　時：平成21年３月31日

訪問先：東秩父村「和紙の里」

参加数：議員５名

　またでき上がった作品は愛着があり、

思い出としても鮮烈

になり、五感による観

光施策を実感しまし

た。

　他町村の議員の方

たちとも情報交換が

でき、視野を広めるい

い機会となり、有意義

な研修となりました。

　後日送られてきた

作品もなかなかの(?)

仕上がりで満足しま

した。

和紙の間に草花を入

れて、完成した作品


